






































































プロジェクト目標: 
 生計向上アプローチ 
の確立を通じて、 
対象農家グループの 
生計が向上する。 

 
上位目標： 
アチョリ地域において、 
生計向上アプローチが
定着する。 

 

成果１:野菜適正栽培技術の検証 
 

農業普及サービス提供者の技術向上 

成果２：市場志向型農業の推進 
 
 

 

・SHEPアプローチを主体とする 
 ウガンダ版活動パッケージの開発 
 
・４つの活動ステップを重視した 
 農家グループ・普及員への能力強化 
  ①対象農家選定と目的共有 
  ②農家の気付きの機会創出 
  ③農家による計画策定支援 
  ④技術＜解決策＞の提供 

 
・環境整備 
 農村道整備、簡易灌漑施設の有効利用 
 農村金融へのアクセス改善等 

成果3:  
生活の質の向上 

 家計管理 

栄養改善 

ジェンダー 
啓発 

成果4: 普及方法の提案 
 

・普及方法の整理 
 ①郡内での普及 
 ②郡から郡への県内での普及 
 ③県から県への普及 
 
‐所掌での役割、知見の取り纏め、 
  共有方法の整理 
-レポーティング・フィードバック  
     体制の強化 

生計向上アプローチ 

北部ウガンダ生計向上支援プロジェクト 概念図 

成果2を支える土台 
市場志向型農業推進
の前提条件 

・農業生産に 
関係する農家の 
生活技術の強化 

【参考：別添資料１】 



作物生産マーケティング局 
Director-Project Manager 
SHEP team Staff- Project Coordinator 

普及方法の整理（案） 

モデル郡 
An Extension Officer 

農業畜産水産省 
PS-Project Director  

展示圃場 

農家グループ 

第１期： 
展示圃場での 
技術検証 
5郡5カ所 

第２期：第１バッチ 
モデル郡での普及 
対象20グループ 
(5郡×4グループ） 

第２期：第２バッチ（a） 
モデル郡内での普及 
対象10グループ 
(5郡×2グループ) 

第2期：第２バッチ（ｂ） 
モデル郡→他郡への普及 
対象：20グループ 
(5郡×４グループ) 

第３期：第３バッチ 
モデル県→他県への普及 
対象：8～12グループ 

普及員の所掌 

県生産局の所掌 

農業畜産水産省の所掌 

Counter Parts 

・普及員、県生産局、農業畜産水産省の各段階での普及方法の整理 
 （各所掌での役割、有効な知見の取り纏め・共有方法） 
・レポーティング・フィードバック体制の明確化 
 

郡 
An Extension Officer 

知見の取り纏め 

普及方針の策定 
予算の確保 

普及方針の策定 
予算の確保 

知見の共有 

他４県 

郡 
An Extension Officer 

郡 
An Extension Officer 

郡 
An Extension Officer 

郡 
An Extension Officer 

モデル３県 
District Coordinator 

【参考：別添資料２】 


